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知
的
資
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と

企
業
財
務

価
値
に
結
び
つ
か
な
い
日
本
の
研
究
開
発

本
サ
ー
ベ
イ
で
わ
か
っ
た
の
は
、
企
業

の
知
的
資
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
企
業
財
務

と
が
リ
ン
ク
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

ス
イ
ス
の
国
際
経
営
開
発
研
究
所
（
I
M

D
）に
よ
る
「
世
界
競
争
力
年
鑑
」
で
は
、

日
本
の
国
民
一
人
あ
た
り
特
許
取
得
数

が
世
界
一
位
、
科
学
技
術
の
分
野
に
つ
い

て
は
、
世
界
で
二
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い

る
。
一
方
で
一
九
九
〇
年
を
境
と
し
て
、

日
本
企
業
の
研
究
開
発
が
収
益
性
と
結

び
つ
か
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
証
す

る
研
究
が
あ
る
が
、
こ
の
傾
向
は
欧
米
諸

国
に
は
み
ら
れ
な
い
傾
向
で
あ
る（
産
業

構
造
審
議
会
新
成
長
政
策
部
会
第
三
期

中
間
と
り
ま
と
め﹇
二
〇
〇
二
・
八
﹈）。

こ
れ
は
、
日
本
企
業
の
研
究
開
発
や
特

許
が
、
そ
れ
自
体
は
す
ぐ
れ
て
い
て
も
、

必
ず
し
も
企
業
の
収
益
性
や
企
業
価
値

向
上
と
結
び
つ
い
て
い
な
い
こ
と
を
意
味

す
る
も
の
で
あ
る
。
サ
ー
ベ
イ
の
回
答
率

が
低
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
財
務
部
門
に

お
い
て
こ
の
問
題
に
対
す
る
対
応
が
あ
ま

り
行
わ
れ
て
い
な
い
実
態
が
う
か
が
え

る
。
ま
た
、
財
務
部
門
で
把
握
さ
れ
て
い

な
い
項
目
は
右
表
の
と
お
り
で
あ
る
が
、

知
的
財
産
と
企
業
価
値
と
の
関
係
に
つ
い

て
、
そ
の
考
え
方
が
近
年
取
り
上
げ
ら

れ
始
め
た
ば
か
り
な
の
だ
か
ら
、
致
し

方
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

知
的
資
産
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
転
換

本
稿
で
知
的
資
産
を
、
①
オ
ン
バ
ラ

ン
ス
さ
れ
た
無
形
資
産
、
②
無
形
資
産

の
定
義
を
満
た
す
が
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

計
上
要
件
を
満
た
さ
な
い
も
の
（
研
究

日
本
の
国
際
的
産
業
競
争
力
の

低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

研
究
開
発
・
特
許
取
得
が
必
ず
し
も
企
業
の
収
益
性
や

企
業
価
値
向
上
と
結
び
つ
い
て
い
な
い
よ
う
だ
。

今
回
の
財
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
サ
ー
ベ
イ

「
知
的
資
産
の
財
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」（
実
施：

日
本
C
F
O
協
会
）

で
は
企
業
価
値
向
上
を
担
う
財
務
部
門
に
お
け
る

知
的
資
産
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
焦
点
を
あ
て

そ
の
動
向
を
探
っ
て
い
く
。

［調査方法］
無作為に抽出した上場企業500社の財務担当役員宛に調査票を送付
調査期間:10月7日～10月16日
調査票回収数31社(回収率6.2%)
実施:日本CFO協会
協力:（社）金融財政事情研究会
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こ
の
サ
ー
ベ
イ
は
、
日
本
C
F
O
協
会
が
（社）
金
融
財
政
事
情
研
究
会
の
協
力
を
得
て

「
財
務
部
門
の
知
的
資
産
の
位
置
づ
け
」と

「
知
的
資
産
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」に
関
し
て
実
施
し
た
。

調
査
回
答
企
業
は
製
造
業
が
五
八
％
、
グ
ル
ー
プ
年
商
一
〇
〇
〇
億
円
超
が
六
五
％
、

グ
ル
ー
プ
従
業
員
数
一
〇
〇
〇
人
超
が
七
一
％
と
な
っ
て
い
る
。

誌
面
の
都
合
に
よ
り
こ
こ
で
は
、
サ
ー
ベ
イ
の
結
果
の
一
部
を
掲
載
す
る
。

「財務部門でマネジメントしている」と回答した企業が0％の項目
（●は、検討中と回答した企業も0％の項目）
未利用特許についての方針（現状維持・活用・売却等）や財務的影響を検討・把握している ●
知財マップ、知財ポートフォリオ等により特許の有効活用を行い財務的に影響を把握している ●
特許の証券化による資金調達や、未利用特許の流動化を行っている
技術・知財の寿命サイクルについて、財務的または非財務的指標を使ってリスク管理を行っている ●
高度なノウハウ・技術が製品価格に反映されるよう考慮している
特許認可取得までの見込期間とそれによる収入を開示している ●
研究開発・技術開発・特許戦略について開示・非開示方針を明確にしている ●
周辺分野の特許取得を戦略的に行い収益性と結びつけている ●
特許・ライセンス等に関する期限・その財務的影響について分析している
競争優位分野での技術に関する競争状況、技術サイクルとの関連で、財務リスク影響を分析している
技術・特許に関連した法規制（の改変）が企業のキャッシュフローに及ぼす影響を分析している ●
技術・特許に関連した法規制（の改変）が企業の競争上の優位性に及ぼす影響を分析している
研究開発・技術開発から新製品を市場に送り出すスピードを財務戦略で考慮している
技術ポートフォリオ管理とポジショニングを把握している
新製品開発に関する顧客市場のサイズを把握している
新製品開発の成功率を把握している
技術流出による損害金額を把握できている ●
営業秘密の漏洩による損害金額を把握できている ●
知的資産部門、マーケティング、技術開発・新製品開発部門、研究開発部門との連絡が密である
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開
発
、
特
許
、
ブ
ラ
ン
ド
の
一
部
等
）、

③
無
形
資
産
の
定
義
を
満
た
さ
な
い
が

企
業
に
価
値
を
も
た
ら
す
源
泉
（
人
材

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
組
織
力
等
）、
と

考
え
、
そ
の
う
ち
法
的
権
利
の
付
随
し

た
も
の
を
知
的
財
産
と
定
義
す
る
と
、

企
業
価
値
全
体
は
D
C
F
（
将
来
キ
ャ

ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
現
在
価
値
）
を
基
本

と
し
て
、
オ
プ
シ
ョ
ン
・
モ
デ
ル
の
援

用
、
な
ら
び
に
非
財
務
要
因
な
い
し
定

性
的
要
因
の
考
慮
に
よ
り
、
把
握
さ
れ

る
（
図
1
）。

従
来
の
知
的
資
産
は
、
企
業
の
内
部

で
利
用
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
た

と
え
ば
研
究
開
発
や
そ
れ
に
よ
り
生
み

出
さ
れ
る
新
技
術
を
具
体
化
し
た
特
許

は
、
将
来
排
他
的
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ

ー
を
生
み
出
す
源
泉
と
し
て
内
部
活
用

さ
れ
て
き
た
。
内
部
活
用
を
主
と
す
る

の
は
、
そ
の
価
値
を
正
確
に
測
定
す
る

の
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
た

と
え
ば
多
国
籍
企
業
は
、
ラ
イ
セ
ン
ス

契
約
に
よ
り
ラ
イ
セ
ン
ス
料
を
受
け
取

る
よ
り
も
、
組
織
を
海
外
に
拡
張
し
て

組
織
内
で
知
的
財
産
を
移
転
さ
せ
て
利

用
す
る
ほ
う
が
、
は
る
か
に
よ
い
と
し

て
き
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
現
在
、
研
究
開
発
や
知
的
財

産
の
価
値
の
測
定
精
度
は
か
な
り
向
上

し
て
い
る
。
た
と
え
ば
メ
ル
ク
は
研
究

開
発
の
価
値
を
、
オ
プ
シ
ョ
ン
・
モ
デ

ル
を
使
う
こ
と
に
よ
り
測
定
・
管
理
し

て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
お
り
、
シ
ス

コ
・
シ
ス
テ
ム
ズ
は
、
他
社
の
未
成
功

の
研
究
開
発
を
買
収
に
よ
っ
て
研
究
者

ご
と
取
得
、
ス
ピ
ー
デ
イ
に
外
部
知
識

を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
成
長
を
遂

げ
て
い
る
。

ま
た
、
特
許
・
技
術
の
価
値
を
測
定
す

る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
が
ア
メ
リ
カ

に
は
三
〇
〇
社
余
り
あ
り
、
基
本
的
に

将
来
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
現
在
価
値
に
、

オ
プ
シ
ョ
ン
・
モ
デ
ル
を
援
用
し
て
価
値

評
価
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
ア
メ

リ
カ
で
は
、
知
的
財
産
・
知
的
資
産
の
価

値
を
把
握
で
き
る
こ
と
か
ら
、
自
社
内

利
用
以
外
に
、
売
買
の
対
象
と
し
た
り
、

証
券
化
に
よ
り
資
金
調
達
を
行
っ
た
り
、

ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
に
よ
り
他
社
か
ら
ラ
イ

セ
ン
ス
料
を
徴
収
し
た
り
し
て
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
に
転
換
で
き
る
基
盤
が
整
っ

て
い
る
。

I
B
M
の
ア
ニ
ュ
ア
ル
・
レ
ポ
ー
ト

に
お
け
る
ラ
イ
セ
ン
ス
収
益
の
開
示
は

有
名
だ
が
、
こ
れ
は
、
本
業
以
外
の
収

益
が
多
い
こ
と
を
ア
ナ
リ
ス
ト
に
指
摘

さ
れ
て
そ
の
内
容
を
説
明
し
た
こ
と
が

始
ま
り
だ
と
い
う
。
日
本
で
は
知
的
財

産
の
取
引
実
績
は
乏
し
い
が
、
技
術
の

取
引
実
績
は
多
く
、（
財
）
テ
ク
ノ
マ
ー

ト
の
推
計
（
地
域
技
術
移
転
促
進
調
査

報
告
書
﹇
一
九
九
四
﹈）
に
よ
る
と
、
一

九
九
二
年
時
点
の
国
内
技
術
取
引
規
模

は
約
一
兆
四
〇
〇
〇
億
円
で
あ
る
。

企
業
価
値
向
上
へ
の
組
織
的
取
組
み

研
究
開
発
や
知
的
財
産
取
得
は
、
た

だ
そ
れ
だ
け
で
は
企
業
価
値
と
結
び
つ

か
な
い
。
企
業
の
基
本
方
針
や
ド
メ
イ
ン

（
事
業
領
域
）の
選
択
・
戦
略
と
の
結
び
つ

き
が
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
自
社
の
コ

ア
技
術
と
結
び
つ
き
、
競
争
優
位
の
と
れ

る
分
野
で
の
研
究
開
発
・
知
的
財
産
の

蓄
積
が
求
め
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
イ
ン
テ
ル
は
、
自
社
の
基
本

の
柱
を
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ

イ
ン
グ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、
と
お

き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
知

的
財
産
を
取
得
し
、
潜
在
的
な
顧
客
規

模
が
ど
れ
く
ら
い
か
、
市
場
の
成
長
見
込

み
は
ど
う
か
、
を
、
ア
ニ
ュ
ア
ル
・
レ
ポ
ー

ト
で
説
明
し
て
い
る
。
伝
統
的
化
学
産

業
企
業
で
あ
る
デ
ュ
ポ
ン
は
、
自
社
が
い

わ
ゆ
る
「
バ
ル
ク
」
と
い
わ
れ
る
化
学
分

野
か
ら
特
殊
化
学
に
特
化
し
て
い
る
こ

と
を
明
言
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
収
益

性
に
結
び
つ
い
て
い
る
旨
を
、
売
上
全
体

に
占
め
る
過
去
何
年
か
の
新
製
品
の
売

上
割
合
で
把
握
、
資
本
市
場
で
開
示
し

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
欧
米
企
業
の
多
く
は
、

自
社
が
勝
負
を
か
け
る
領
域
を
明
確
に

打
ち
出
し
、
競
争
優
位
を
発
揮
で
き
る

分
野
に
絞
り
込
ん
で
研
究
開
発
・
知
的

財
産
取
得
、
な
ら
び
に
新
製
品
開
発
を

行
っ
て
い
る
。

日
本
企
業
の
取
組
み

知
的
資
産
と
財
務
戦
略

日
本
企
業
は
バ
ブ
ル
経
済
以
降
と
く

に
、
過
度
の
多
角
化
に
よ
り
、
自
社
の
競

争
優
位
分
野
が
不
明
確
と
な
っ
た
企
業
が

多
い
。
研
究
開
発
投
資
が
収
益
性
や
企
業

価
値
と
結
び
つ
き
に
く
く
な
っ
て
い
る
の
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も
、
過
度
の
多
角
化
が
一
因
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
一
部
の
企
業
で
は
す
で
に
、
知

的
財
産
と
そ
の
戦
略
を
、
企
業
価
値
と

結
び
つ
け
る
取
組
み
を
開
始
し
て
い
る
。

今
回
の
サ
ー
ベ
イ
で
は
「
知
的
資
産

を
企
業
価
値
向
上
の
た
め
の
重
要
な
資

産
と
考
え
て
い
る
」
企
業
が
一
三
％
あ

っ
た
（
図
2
）。
ま
た
、「
キ
ャ
ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー
予
測
を
行
う
際
の
資
産
と
し
て

評
価
し
て
い
る
」
企
業
が
複
数
あ
り
、

そ
の
対
象
は
、
特
許
（
七
％
）
、
商
標

（
三
％
）、
ラ
イ
セ
ン
ス
（
一
三
％
）、
技

術
（
七
％
）、
研
究
開
発
（
三
％
）、
ブ

ラ
ン
ド
（
三
％
）
で
あ
っ
た
（
図
5
）。

と
く
に
知
的
財
産
と
し
て
中
心
的
役
割

を
果
た
す
特
許
に
つ
い
て
は
、
評
価
を

「
検
討
中
」
を
含
め
て
一
九
％
の
企
業
が

関
心
を
寄
せ
て
い
る
。

知
的
財
産
流
動
化
・
証
券
化

す
で
に
知
的
資
産
の
流
動
化
・
証
券

化
に
よ
り
資
金
調
達
を
行
っ
た
り
売
却

に
よ
り
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
転
換
を
し
た

り
し
た
実
績
の
あ
る
企
業
が
一
〇
％
あ

り
、
ま
た
二
三
％
社
が
検
討
中
で
あ
る

（
図
3
）。
特
許
や
研
究
開
発
の
価
値
を

財
務
部
門
で
数
量
的
に
把
握
し
て
い
る

企
業
が
あ
り
、
財
務
部
門
で
は
な
い
が
、

未
利
用
特
許
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
っ
て

い
る
企
業
が
四
五
％
あ
る（
図
7
）。

前
述
の
よ
う
に
、
従
来
の
知
的
資
産

は
そ
の
数
量
的
価
値
測
定
が
困
難
で
あ

っ
た
た
め
に
、
企
業
は
そ
の
組
織
を
拡

張
す
る
こ
と
に
よ
り
、
知
的
資
産
を
組

織
内
で
移
転
さ
せ
、
活
用
し
て
い
た
。

現
在
、
民
間
企
業
で
知
的
財
産
取
引
の

仲
介
を
行
う
企
業
が
い
く
つ
か
あ
り
、

ま
た
政
府
も
知
的
財
産
流
通
市
場
の
整

備
に
着
手
し
て
い
る
。
（注）

パ
テ
ン
ト
・
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

技
術
や
知
的
財
産
の
サ
イ
ク
ル
を
、

一
定
の
指
標
を
使
っ
て
、
財
務
部
門
以
外

で
リ
ス
ク
管
理
を
行
っ
て
い
る
企
業
が
、

回
答
企
業
中
三
九
％
み
ら
れ
る（
図
4
）。

多
く
の
企
業
に
と
っ
て
、
コ
ア
と
な
る

知
的
財
産
の
位
置
づ
け
は
す
で
に
わ
か

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
コ
ア
以
外
の
知
的

財
産
が
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
あ
る

図5●キャッシュフロー予測を行う際の資産として評価しているか�

営
業
秘
密�

ブ
ラ
ン
ド�

研
究
開
発�

技
術�

ラ
イ
セ
ン
ス�

商
標�

特
許�

図4●技術・知財の寿命サイクルについて、財務的�
または非財務的指標を使ってリスク管理を行っている�

無回答 6%

無回答�

評価していない�

評価検討中�

評価している�

6%
3%

13%

55%

29%

13%

22%

39%

26%

7%

16%

42%

35%

3%

13%

45%

39%

3%
3%

58%

36%

0%

13%

55%

32%

13%

52%

29%

（単数回答）�

図3●知的資産と資金調達(流動化・証券化、売却等)

実績あり 10%

関心がない 64%

無回答 3%

対象資産として�
検討中 23%

（単数回答）�

（単数回答）�

図2●財務部門では、知的資産を企業価値向上のため�
の重要な資産と考えているか�

重要であり財務部門で�
担当している 13%

重要ではない 3%

重要ではあるが財務部門では関与していない 84%

（単数回答）�

財務部門でマネジメント�
している 0%

財務部門でのマネジメントを�
検討中  0%

財務部門以外（専門部署等）で�
マネジメントしている  39%

マネジメントしていない  55%

知的資産の�
　財務マネジメント�
知的資産の�
　財務マネジメント�

財務 マネジメント・サ ー ベ イ �
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の
か
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。

コ
ア
以
外
の
知
的
財
産
に
つ
い
て
、
た
と

え
ば
そ
の
法
的
防
衛
力
、
生
み
出
す
収

益
の
成
長
性
、
競
争
上
の
位
置
づ
け
な

ど
い
く
つ
か
の
指
標
に
よ
り
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
の
な
か
で
位
置
づ
け
て
み
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る（
図
6
）。
欧
米
で
は
そ

う
し
た
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
、
組
織
再
編

に
あ
た
っ
て
も
考
慮
す
る
こ
と
が
行
わ
れ

て
お
り
、
今
回
の
調
査
で
も
三
二
％
の

企
業
が
知
財
マ
ッ
プ
、
知
財
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
等
に
よ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
財
務
部

門
以
外
で
行
っ
て
い
る（
図
8
）。

今
回
の
サ
ー
ベ
イ
で
、
財
務
部
門
以

外
の
部
署
、
お
そ
ら
く
知
的
財
産
管
理

部
門
で
技
術
サ
イ
ク
ル（
図
4
）
や
知
財

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
（
図
8
）
が
管
理
・
把

握
さ
れ
て
い
る
点
は
評
価
さ
れ
る
。
今

後
は
、
財
務
部
門
も
そ
う
し
た
情
報
を

共
有
し
て
企
業
価
値
向
上
戦
略
の
参
考

と
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

I
R
と
の
関
係

市
場
へ
の
訴
求
と
バ
リ
ュ
ー
・
チ
ェ
ー
ン

知
的
資
産
を
I
R
の
材
料
と
し
て
い

る
企
業
が
、「
必
要
な
部
分
だ
け
を
使
っ

て
い
る
」
企
業
を
含
め
て
八
七
％
と
、

ほ
と
ん
ど
の
企
業
が
I
R
で
知
的
資
産

を
使
う
こ
と
に
よ
り
、
企
業
の
内
在
的

価
値
を
市
場
に
訴
求
し
て
い
る
（
図
9
）。

ま
た
、
七
八
％
の
企
業
が
コ
ア
技
術
そ

の
も
の
、
研
究
開
発
・
技
術
に
か
か
わ

る
ビ
ジ
ョ
ン
、
戦
略
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
伝
達
を
、
財
務
部
門
あ
る
い
は
専

門
部
署
（
お
そ
ら
く
I
R
担
当
部
署
）

で
行
っ
て
い
る
（
図
10
）。
こ
の
点
、
知

的
資
産
が
企
業
価
値
向
上
と
結
び
つ
く

こ
と
が
普
及
し
つ
つ
あ
る
こ
と
の
表
れ

と
考
え
る
。

知
的
財
産
を
I
R
に
生
か
す
に
は
、

知
的
財
産
の
管
理
、
法
的
な
攻
撃
と
防

衛
、
戦
略
的
取
得
、
な
ら
び
に
コ
ア
技

術
と
の
関
連
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、

個
別
の
知
的
財
産
の
価
値
は
、
必
ず
し

も
す
ぐ
に
企
業
や
事
業
の
価
値
と
結
び

つ
く
わ
け
で
は
な
く
、
他
の
知
的
資
産

と
の
組
合
せ
で
価
値
が
生
み
出
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
全
体
的
な
バ
リ
ュ
ー
・
チ

ェ
ー
ン
に
対
す
る
考
慮
が
必
要
で
あ
る
。

資
本
市
場
の
見
方

こ
れ
に
関
連
し
て
、
日
本
I
R
学
会

で
二
〇
〇
二
年
二
月
に
行
っ
た
機
関
投

資
家
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
機
関
投
資
家

が
知
的
財
産
管
理
部
門
の
有
無
、
人

材
・
企
業
文
化
も
含
め
て
企
業
価
値
の

推
定
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て

い
る
（
図
11
）。
知
的
財
産
に
関
し
て
は
、

知
的
財
産
管
理
組
織
の
有
無
、
独
自
技

術
の
蓄
積
、
競
争
優
位
分
野
で
の
特
許

取
得
等
の
非
財
務
要
因
が
き
わ
め
て
重

視
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
属
性
の
機
関
投

資
家
に
も
、
ど
の
よ
う
な
属
性
の
企
業

に
対
し
て
も
重
視
さ
れ
る
の
が
、
技

術
・
知
的
財
産
に
つ
い
て
聞
く
項
目
で

7●CFO FORUM

図6●知的財産マネジメント・モデル基本形�

特許価値�

商業化能力�

内部型� 外部型�

市場独占型� ライセンス型�

事業防衛型�
ジョイント・�
ベンチャー型�

出所：QED［2002］に加筆修正�

図9●知的資産とIR

わからない 10%

無回答 3%

ティスクロージャーに必要な部分のみ�
使っている 80%

図10●研究開発・技術にかかわるビジョンや�
戦略の伝達�

財務部門でマネジメント�
している 10%

無回答 0%

財務部門でのマネジメント�
を検討中 10%

財務部門以外(専門部署等)で�
マネジメントしている 58%

マネジメント�
していない 22%

積極的なIRの材料�
として使っている 7%

（単数回答）�

（単数回答）�

図7●未利用特許についての方針�
(現状維持・活用・売却等)や財務的影響を検討�

財務部門以外(専門部署等)で�
マネジメントしている 45%

財務部門でマネジメント�
している 0%

財務部門でのマネジメントを�
検討中  0%

無回答 3%

マネジメント�
していない 52%

（単数回答）�

マネジメントしていない 61%

図8●知財マップ、知財ポートフォリオ等による�
特許の有効活用�

財務部門以外(専門部署等)で�
マネジメントしている 32%

無回答 7%

（単数回答）�

財務部門でマネジメント�
している 0%

財務部門でのマネジメントを�
検討中  0%



知的資産の�
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あ
っ
た
。

市
場
の
側
で
は
、
知
的
資
産
・
知
的

財
産
が
生
み
出
す
価
値
を
考
慮
し
て
、

将
来
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
や
資
本
コ

ス
ト
の
推
定
・
修
正
を
行
っ
て
お
り
、

と
く
に
強
力
な
知
的
資
産
が
あ
る
場
合

に
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
成
長
が

通
常
以
上
の
長
期
に
わ
た
る
こ
と
を
前

提
に
、
推
定
を
行
う
。
そ
の
結
果
、
推

定
さ
れ
る
企
業
価
値
が
向
上
す
る
。
今

回
の
サ
ー
ベ
イ
で
は
、
新
製
品
と
顧
客

市
場
（
三
％
）、
新
製
品
の
市
場
シ
ェ
ア

（
一
三
％
）、
新
製
品
の
収
益
性
や
そ
れ

が
売
上
高
全
体
に
占
め
る
割
合
（
一

三
％
）
を
財
務
部
門
で
時
系
列
的
に
把

握
し
て
い
る
企
業
が
あ
り
（
図
12
）、
財

務
部
で
な
く
て
も
企
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
力
の
推
定
に
関
係
す
る
情
報
が
い

ず
れ
か
の
部
署
で
把
握
さ
れ
て
い
る
企

業
は
七
割
に
上
っ
て
い
る
。

一
方
で
市
場
で
は
、
知
的
資
産
に
か

か
わ
る
リ
ス
ク
情
報
も
必
要
と
し
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
化
学
分
野
で
は
、
主

力
技
術
に
基
づ
く
製
品
と
そ
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
の
推
定
に
対
し
て
、
原
材

料
価
格
の
変
動
が
リ
ス
ク
要
因
と
な
る
。

そ
う
し
た
リ
ス
ク
要
因
と
そ
の
対
処
を

開
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
I
R
全
体
の

信
頼
性
が
確
保
さ
れ
る
。
ま
た
、
特
許

切
れ
や
法
規
制
が
企
業
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー
に
及
ぼ
す
影
響
も
リ
ス
ク
要
因

と
な
る
。
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
二
九
日

の
日
本
経
済
新
聞
夕
刊
で
、
米
医
薬
企

業
の
フ
ァ
イ
ザ
ー
が
メ
ル
ク
を
大
き
く

引
き
離
し
つ
つ
あ
る
こ
と
、
そ
の
原
因

の
一
つ
と
し
て
、
医
薬
特
許
に
関
す
る

新
た
な
法
規
制
に
よ
り
メ
ル
ク
が
大
き

く
影
響
を
受
け
る
の
に
対
し
て
、
フ
ァ

イ
ザ
ー
で
は
こ
の
先
一
〇
年
ほ
ど
は
安

泰
で
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。

本
サ
ー
ベ
イ
を
通
し
て
、
知
的
財

産
・
知
的
資
産
を
積
極
的
に
活
用
し
て

企
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め

て
い
く
企
業
の
姿
勢
を
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
た
が
、
財
務
セ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
一

部
の
企
業
に
限
ら
れ
て
い
る
。
日
本
で

は
ま
だ
技
術
の
類
型
別
の
価
値
推
定
が

ア
ナ
リ
ス
ト
や
機
関
投
資
家
に
欧
米
の

投
資
銀
行
ほ
ど
は
定
着
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
、
企
業
の
側
で
も
、
技
術
の

類
型
別
の
価
値
向
上
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

つ
い
て
、
必
ず
し
も
研
究
が
進
ん
で
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
日
本
が
産
業
競
争

力
の
再
強
化
を
図
る
う
え
で
付
加
価
値

の
高
い
技
術
開
発
と
知
的
財
産
戦
略
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て

は
、
企
業
の
側
、
市
場
の
側
で
共
通
の

課
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

図11●機関投資家のパーセプション調査�

売
上
高
に
占
め
る
新
商
品
を�

時
系
列
的
に
把
握
し
て
い
る�

開
発
さ
れ
た
新
製
品
の
収
益
性
を�

時
系
列
的
に
把
握
し
て
い
る�

開
発
さ
れ
た
新
製
品
の
市
場
シ
ェ
ア
を�

時
系
列
的
に
把
握
し
て
い
る�

新
製
品
開
発
に
関
す
る�

顧
客
市
場
の
サ
イ
ズ
を
把
握
し
て
い
る�

�

平均スコア�

出所：日本IR学会研究第2部会（2002年5月29日）�
（単数回答）�

（単数回答）�

80�

70�

60�

50�

40�

30�

20�

10�

0

3%

71%

26%

0%

3%
3%

62%

55%

29%

3%

26%

3% 3%

13%

3%

13%

10%

48%

26%

情
報
開
示
�

技
術
・
知
的
財
産
�

I
R
コ
ミ
ュ
ニ
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ー
シ
ョ
ン
�

� 戦
略
・
ド
メ
イ
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の
選
択
�

企
業
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
�

企
業
ブ
ラ
ン
ド
�

組
織
�

人
材
と
企
業
文
化
�

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
�

社
会
的
責
任
�

資
金
調
達
�

無回答�

マネジメントしていない�

財務部門以外(専門部署等)で�
マネジメントしている�

財務部門でのマネジメントを検討中�

財務部門でマネジメントしている�

図12●新製品に関する財務的影響の把握�


